
第 2 回 御前崎エリア公務機関 海浜安全対策ミーティング 

平成 30 年 1 月 25 日 

■ 日 付：平成 30 年 1 月 22 日（月） 

■ 時 間：13：30～15：30 

■ 場 所：御前崎渚の交番 

 ■ 参加者：御前崎海上保安署（2 名）、菊川警察署（2 名）、御前崎市消防署（1 名） 

        掛川市消防署（1 名）、御前崎渚の交番（2 名） 

 

 昨年、同時期に実施した第一回に続き、今回、第 2 回として公務機関のみなさんにお集まりいた

だき、御前崎エリアの海浜安全対策のための現場レベルでのミーティングを開催した。特に今回は

ウィンドサーファーの流出が多い掛川（菊川）エリアの消防署の方にもご出席いただき、より広域

での対応方法についての話し合うこととした。 

まずは今回、初参加となる方もいたため、自己紹介からスタートし、このミーティングの主旨を

説明。その後、各機関の緊急時対応についての現状を報告し合い、さらには事案対応についての課

題や検討事項を洗い出すべく、実際の事例検証から各機関の動きと連絡、連携などについて話し合

った。 

 実際の事例検証ではウィンドサーファーの流出対応、渚の交番前の入水者への対応、御前崎港で

のボート転覆への対応など、ここ数カ月で起こったものについて意見を出し合った。その中で、各

機関の連絡、連携方法について多く意見が交わされ、実際の現場での情報共有の大切さとその難し

さも確認した。今後の対応として現場では連絡係りとして各機関から 1 名を充て、同じ場所に待機

させ、情報が一点に集約されて、そこから各機関へ下りていくといったシステムを構築することが

望ましいことを確認。今後、緊急現場においての対応方法を 1 つ作り出すことができた。 

 今回も各機関の状況や現場においての反省点、課題とそれに対する対応について改めて確認でき

たことが多々あった。それぞれの機関の様々な観点から事例検証し、情報共有することの必要性を

強く感じた。今回のこのようなミーティングを今後も繰り返し開催し、さらに安心・安全な海浜環

境を作っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


